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１．事業概要

　　　１）事業者名及び代表者名
　　　　　　　株式会社　木下組
　　　　　　　代表取締役　木下光三

　　　２）所在地
　　　　　　　事　務　所 〒882-0402　　宮崎県西臼杵郡日之影町大字岩井川3416番地3

資機材置場 〒882-0402　　宮崎県西臼杵郡日之影町大字岩井川3680番地21

　　　３）環境管理責任者
EA-21責任者　 ： 　木下光三
EA-21事務局　 ： 　甲斐陽子

　　　４）連絡先
　　　　　　　連絡担当者　：　木下光三　　（EA21責任者）

TEL　 ： 0982-87-2241
FAX　 ： 0982-87-2494

　　　　　　　E‐mail： 　kinoshit@ma.wainet.ne.jp
　　　　　　　
　　　５)対象範囲 （全組織・全活動）
　　　　　　　・対象組織　・・・・・・・・　全社
　　　　　　　・対象活動　・・・・・・・・　建設業

　（土木工事、とび・土工工事、建築工事、舗装工事、水道施設工事、解体工事）
・対象期間　・・・・・・・・　2022年5月～2023年4月

　 　６）事業規模

７）組織図

現場代理人 木下供美

工事部門 総務部門

1,100 1,100

推進責任者

木下光三

木下光三

事務局

事業所床面積（㎡）
資機材置場面積（㎡）

100
1,000

総敷地面積（㎡）

代表者

項目 2019年度
従業員数

工事等の件数
11
5

2020年度
11
11

100
1,000

2021年度
11
11

100
1,000

甲斐陽子

甲斐睦雄

2022年度
11
6

100
1,000
1,1001,100

（２）



２．環境経営方針
　　

1. 当社の業務運営に関わる環境負荷を把握し資源循環社会を目指し活動計画を
定め環境の影響を低減するために下記の事項について取り組みます。

① 化石燃料・電力使用量の節減によるＣｏ2排出量の削減
② 産業廃棄物、一般廃棄物の削減・再資源化の促進
③ グリーン購入の推進と向上
④ 節水活動の推進

2. 環境関連法規制を遵守し、行政機関・団体・地域等の要求事項を順守します。

3. 工期の短縮及び環境に配慮した工法や資材活用を積極的に推進します。

4. 地域の環境保全活動、ボランティア活動に積極的に取り組みます。

5. 全従業員が積極的に活動できるように環境教育を実施し意識向上に努めます。

　上記の環境経営方針を達成させるために定期的に見直し、経営力向上を目指し
これを公表いたします。

改訂日

株式会社　木　下　組
代表取締役　木下光三　

　私たちは、地球温暖化対策を優先課題と位置付けし限りある資源を有
効に活用し企業価値向上のツールとして、全社員総じて循環型社会形成
や環境保全活動に取り組みます。

《基本経営方針》

《活動経営方針》

2020年5月30日

環境経営方針

（３）



３．環境経営目標
改定：2020年5月15日　承認：木下

年度別環境経営目標

基準値
(2019年度 実績)

　2020年度
(2020年5月～
2021年4月)

　2021年度
(2021年5月～
2022年4月）

　2022年度
(2022年5月～
2023年4月)

全社 86,238.0 85,806.8 85,375.6 84,944.4
基準値の　0.5％削減 基準値の　1.0％削減 基準値の　1.5％削減

九州電力 16,198.0 16,117.0 16,036.0 15,955.0

ハルエネ 1,840.0 1,830.8 1,821.6 1,812.4

合計 18,038.0 17,947.8 17,857.6 17,767.4

基準値の　0.5％削減 基準値の　1.0％削減 基準値の　1.5％削減

事務所 2,400.0 2,388.0 2,376.0 2,364.0

現場 8,204.0 8,163.0 8,122.0 8,080.9

全社 10,604.0 10,551.0 10,498.0 10,444.9

基準値の　0.5％削減 基準値の　1.0％削減 基準値の　1.5％削減

現場 20,554.0 20,451.2 20,348.5 20,245.7

基準値の　0.5％削減 基準値の　1.0％削減 基準値の　1.5％削減

全社 248.0 246.8 245.5 244.3

現場 95%

基準値の　0.5％削減 基準値の　1.0％削減 基準値の　1.5％削減

事務所 61.8 61.5 61.2 60.9

全社 50% 50%以上

現場

＊灯油及び現場の電気使用量は時期的な事と比較的環境負荷が小さい事から、環境目標には設定していませんが
　削減活動は実施します。
＊建設副産物は（再資源化量÷総排出量）×100として算出します。
＊環境配慮型施工推進は、当該環境活動計画を遵守することを目標としています。
【改定履歴】
＊2014.5・・基準値は2011年5月から2014年4月までの実績平均値としています。
＊2014.5・・軽油の数値目標は設定しますが、評価は当該負荷の削減に資する環境活動計画の実施状況を評価します。
＊2014.5・・グリーン購入の促進は、エコ製品購入数÷総購入数とします。
＊2014.5・・購入電力の二酸化炭素排出係数平成25年度公表九州電力実排出係数（0.613）を使用しています。
＊2017.5・・基準値は2011年5月から2015年4月までの実績平均値とした。
＊2017.5・・購入電力の二酸化炭素排出係数平成29年度公表九州電力実排出係数（0.509）を使用しています。
＊2020.5・・基準値は2019年度の実績値としています。
＊2020.5・・九州電力㈱調整後排出係数（0.463）及び㈱ﾊﾙｴﾈ（0.602）を使用しています。

廃
棄
物
の
削
減

一般廃棄物の削減    (ｋg)

建設副産物の再資源化率向上（％） 再資源化量÷総排出量＝再資源化率＝９５％以上

水資源使用量の削減 　（㎥）

有
益
な

環
境
活
動

①　グリーン商品購入の促進
    （ｴｺ製品使用率の向上）

(エコ製品購入数÷総購入数）＝ｴｺ製品使用率

②　環境配慮型の施工推進 環境活動計画の実施状況を目標とする

取組み項目
（目標項目）（単位）

実施区

二酸化炭素排出量の削減（ｋｇ-ＣＯ2）

エ
ネ
ル
ギ
ー

の
削
減

電気使用量の削減  （ｋＷｈ）

ガソリン使用量の削減   （Ｌ）

軽油使用量の削減　　  （Ｌ）

（４）



４.環境経営目標の実績

＊2022年5月から2023年4月までの1年間の実績は以下のとおりです。

実施区 目標値 実績 達成率 評価

全社 84,944.4 58,585.0 145.0% ○

事務所 17,767.4 18,821.0 94.4% ×

事務所 2,364.0 3,024.0 78.2% ×

現場 8,080.9 6,997.0 115.5% ○

全社 10,444.9 10,021.0 104.2% ○

現場 20,245.7 10,194.0 198.6% ○

全社 244.3 161.0 151.7% ○

現場 95% 95.1％（633.4ｔ） 100.1% ○

全社 60.9 64.2 94.8% ×

全社 50% 82.2% 164.4% ○

現場 活動計画
活動計画を実施
しています

－ ○

＊灯油使用量を含む二酸化炭素総排出量は59879.81㎏-CO₂です。　

取組み項目
（目標項目）（単位）

二酸化炭素排出量(kg-ＣＯ2)

　電力使用量の削減   （ｋＷｈ）

　ガソリン使用量の削減   （Ｌ）

　軽油使用量の削減 　  （Ｌ）

廃
棄
物
の
削
減

　一般廃棄物の削減    (Kg)

建設副産物の再資源化率向上（％）

　水資源使用量の削減 　（㎥）

　グリーン購入の促進（使用率の向上）

　環境配慮型の施工推進

（５）



５.環境経営活動計画と取組結果とその評価

取組項目 活動内容
取組
結果 評　価

①扇風機の併用で冷房の利用を制御する ○

②社内ではクールビズ、ウォームビズを推進する ○

③不在の部屋及び昼休み時間の消灯を徹底する ○

①エコドライブ（アイドリングストップ）を徹底する ○

②ガソリン車の定期点検（ｴﾝｼﾞﾝｵｲﾙ、ﾗｼﾞｴﾀｰ液等）の実施 ○

①創意工夫で工期短縮を図る ○

②効率の良い重機使用の推進 ○

③重機の定期点検整備の実施 ○

①資源化できるものは分別廃棄し最終処分を減らす ○

②データは電子媒体で保存し、工事書類簡素化を推進する ○

③資材梱包材の業者持帰り依頼 ○

①工事設計書に基づく適正な処理を行う ○

②リサイクル可能物の分別廃棄 ○

③リサイクル業者へ廃棄依頼 ○

・水資源使用
量の削減

①蛇口にはストッパーを取付け必要以上に出さ
ないようにする

○

蛇口にｽﾄｯﾊﾟｰが付けられていない箇所でも
開閉をこまめにする取り組みを行っていた。感
染予防による手洗い回数の増加と使用器具
の洗浄をこまめに行っていた。

①資材や備品等の購入時にはエコ製品の有無を確認する ○

②再生材料や間伐材等を利用した製品の購入 ○

①排出ガス対策型建設機械等環境配慮型建
設機械等の使用

○

②騒音・振動・粉塵などの抑制に取り組む ○

①現場や事務所周辺の清掃、整理整頓に努める ○

②地域ボランティア活動参加 ○

③環境保全に関する教育（新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染予防対策も含む） ○

・建設副産物
の再資源化
率向上

産業廃棄物の発生時にはなるべくﾘｻｲｸﾙ適
用可能にするよう分別を行い処分業者へ依
頼していた。

※「灯油使用量の削減」を2021年度までは取組み活動を行いましたが、事務所の石油ストーブは電気使用と併用であり、現場事
務所では使用が少量又は使用しないため2022年度より取組活動項目を削除します。また、「ﾘｻｲｸﾙ率の削減」の項目は「建設副産
物の再資源化向上」と変更しました。

・グリーン購
入の促進

・環境配慮型
施工推進

・環境保全の
取組推進

発注時にエコ製品の有無を調べてから購入
を検討していた。再生材料の使用時には残余
が出ないように取組んでいた。

工期短縮を積極的に行い、現場の近い箇所
では建設機械を共有し機械台数を増やさな
い取り組みを行っていた。

定期的な清掃、整理整頓と一般廃棄物は分
別をし再資源化への取組を行った。また、環
境保全の教育では産業廃棄物講習の受講及
び感染症予防対策を社内会議においての周
知徹底に取り組んだ

・一般廃棄物
の削減

　　　　　　　　　　　　　　　取組結果　○よくできた　△だいたいできた　×できなかった

･電気使用量
の削減

･軽油使用量
の削減

工期の短縮や重機移動の効率化に取り組む
ことができた。また達成率が198.6％という結
果は工事内容により前年度よりも重機の利用
が減っていた。

･ガソリン使用
量の削減

扇風機の併用や昼休み中の消灯の取り組み
を積極的に行っていたが達成状況の結果か
ら夏季よりも冬季の利用が増えたことによって
削減に至らなかったので冬季使用削減の取り
組みを検討したい。

現場での活動は達成できていたが事務所の
達成率が低かった。

分別廃棄での再資源化や紙ベースではなく
電子媒体の保存を積極的に行っていたが減
量には至っていないので活動内容を検討した
い。

（６）



６.次年度の取組内容

項　　目 目標数値 活動計画

①室内の設定温度を厳守する

18423.9kwh ②社内ではクールビズ、ウォームビズを推進する

③不在の部屋及び昼休み時間の消灯を徹底する

①エコドライブ（アイドリングストップ）を徹底する

②前準備を徹底し忘れ物Uターンを防止する

①創意工夫で工期短縮を図る

8258.5L ②効率の良い重機使用の推進

③重機の定期点検整備の実施

①昼食等の飲食後の廃棄物（容器・残渣）は各自持帰る

213.4kg ②データは電子媒体で保存し、工事書類簡素化を推進する

③資材梱包材の業者持帰り依頼

①工事設計書に基づく適正な処理を行う

95％以上 ②リサイクル可能物の分別廃棄

③リサイクル業者へ廃棄依頼

・水資源使用量の削減 62.6㎥ ①手洗い時の流水は時短で行うように徹底する

①資材や備品等の購入時にはエコ製品の有無を確認する

②再生材料や間伐材等を利用した製品の購入

①排出ガス対策型建設機械等環境配慮型建設機械等の使用

②騒音・振動・粉塵などの抑制に取り組む

①現場や事務所周辺の清掃、整理整頓に努める

②地域ボランティア活動参加

③環境保全に関する教育（新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染予防対策も含む）

・環境配慮型施工推進
環境経営計
画の遵守

・環境保全の取組推進
環境経営計
画の遵守

9993.3L

・グリーン購入の促進 50％以上

二酸化炭素排出量削減目標値　　53277.8kg-CO₂　

･電気使用量の削減

･ガソリン使用量の削
減

･軽油使用量の削減

・一般廃棄物 の削減

・建設副産物の再資源
化率向上

（7）



7.

法規制等 主な内容 当社の対応 遵守

・ 騒音に関わる環境基準の遵守 《該当する工事の場合》

・ 指定、特定地域の騒音基準の遵守 ・ 届出書、記載項目の確認 -

・ 新設変更工事開始30日前までの自治体に届出 ・ 該当地域の騒音基準の確認

・ 振動に関わる環境基準の遵守 《該当する工事の場合》

・ 指定、特定地域の騒音基準の遵守 ・ 届出書、記載事項の確認

・ 新設変更工事開始30日前までの自治体に届出 ・ 該当地域の振動基準の確認

・ その指定地域の市町村の市町村長に7日前までに届出

・ ・

・ ・ 表示板の設置

・ 早期処理（許可業者へ委託する）

・ ・ 業者との契約期間終了後5年間保管

・ 業者の許可証有効期限確認と写し

・ 管理票A表等の5年間保管 ・ マニフェストの交付、保管

・ ・

・ ・

・

・ ・

・ 河川の使用及び河川に関する規制 ・

・ ・

・ ・

・ 工事完了後発注者への報告

（コブリスによる報告）

・ 建設業許可または解体工事業登録の貼付

・ 建設リサイクル法届出済シール貼付

・ 平成18年10月以降製造・販売機器には適合標識の表示

　　　（基礎工事用機械・バックホウ・ブルトーザ等）

　　＊当社の事業に関係する環境関連法規は、担当者が定期的に日建連URLで確認しています。

　　　 尚、関連法規制の遵守状況確認を実施した結果、違反はありませんでした。

　　   また、関係当局からの指摘、及び地域住民からの訴訟もありませんでした。

    ＊現場での遵守の状況は安全パトロール・社内検査により確認し、環境関連法規の

       違反・訴訟のないよう毎月の現場及び社内安全会議で教育、周知を行っています。

-

【法21条の3-1】・建設工事に伴い生じる廃棄物処理の適用
は、元請業者が排出業者となる

【法21条の3第3項】による運搬であ
ることを証する書面を備え付ける

○

-

○

管理票が決まった日までに受理できなかったら県知事に報
告する

毎年6月30日までに、その年の3月31日以前の1年間に交
付した管理票の交付等の状況を県知事に届出る

様式第二号の四による届出書を提
出する

報告書（様式3号）の作成、提出

産廃物処理法

対象建設工事の請負契約書に分別解体の方法や費用等
について記載し、発注者に説明する

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果
並びに違反、訴訟等の有無

河川法
該当する工事は河川管理者に届出
る

騒音規制法

振動規制法

産業廃棄物が、運搬、処分するまでの保管義務、保管基準
（60×60㎝以上の掲示板設置等）

A表の照合確認欄へ受取月日を記
入し保管

建設工事で生じる産業保管場所を、面積が300㎡以上の事
業場外に保管する場合、県知事に届出る

○

○

○

-

保管基準を遵守する（看板設置等）

産業廃棄物の運搬、収集、処理の委託基準に適合したそ
れぞれの業者との委託契約書の締結

建設ﾘｻｲｸﾙ法

○・ 適合証明書、表示の確認オフロード法

工事請負契約書に関連帳票として
添付する

・ 建設業許可票の看板掲示

対象建設工事に係る特定建設資材廃棄物の再資源化が
完了したときは発注者に報告し、記録を作成する

○

対象建設工事受注者は特定建設資材（ｺﾝｸﾘｰﾄ魂、ｺﾝｸﾘｰﾄ
及び鉄から成る建設資材、ｱｽﾌｧﾙﾄ魂、木材）廃棄物を再
資源化する

再資源化等の促進等の実施に関す
る指針を遵守する

○

○

○

（8）



8．代表者による全体の取組状況の評価と見直し及び指示の結果

評価項目

③外部からの苦情や要望

④環境経営方針

⑤実施体制

⑥その他システム全般

見直し及び指示項目

③外部環境保全活動

④環境経営方針

⑤実施体制

⑥その他システム全般 環境経営活動の中で衛生環境の体制も整え社員の安全を第一に取組みたい。

前年と同様に環境法規制等のとりまとめ（兼）順守チェックリストを確認し遵守するこ
と。

代表者による評価及び指示の結果

②環境関連法規等の取り纏め及び
遵守状況

全体のCO₂排出量削減目標を達成することができたのは現場の化石燃料削減率が
高く工期短縮や能率の良い重機使用の取り組みの創意工夫が見られたためであ
る。また、廃棄物の削減や再資源化向上も達成できた。事務所の電気及びガソリン
使用の達成率が著しく低かったため次年度の活動内容を策定し活動経営方針とし
ての向上に努めて行きたい。

次年度は環境経営目標を更新する。CO₂排出量基準値（53545.6㎏-CO₂）であり
0.5％削減を目標とする。工事内容によっては変動があると思うが環境教育で意識
を向上し環境経営活動計画を積極的に取り組みたい。

環境法規制等のとりまとめ（兼）順守チェックリストと責任者を通して当社に関する項
目に遵守しているかを確認していた。

①環境経営目標の実績及び環境
経営計画の取組

次年度も現行の体制で実施する。

①環境経営目標の実績及び環境
経営計画の取組

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ発生状況を確認し蔓延防止対策として洗浄をこまめに行い外部の
苦情は無かった。

外部の環境保全活動には積極的に取り組みたい。

近年にはない物価高騰の影響を受けつつあり改めて資源の有効活用と循環向上
に努めたい。

②環境関連法規等の取り纏め及び
遵守状況

代表者による次年度への指示

現行方針には問題なく活動に取組んでいた。

現行の実施体制で問題なかった。

社員及び外部とのコミュニケーションも良く、事故もなく環境保全活動に取り組んで
いた。
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